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◎もくじ（2013 年 10 月号）
　２　観月会
　３　うたせ船で水俣病を学ぶ
　　　/ 夢風船 / あしきた太秋
　４　地球温暖化対策実行計画の実績
　５　国際交流まつり（お知らせ）
　　　/ カンボジア人研修員紹介

６　金婚夫婦表彰式
８　まちのわだい　　　
10　芦北町文化祭（お知らせ）
12　空手道が優勝　県民体育祭
13　八代水俣線バス路線の変更
14　保健センターだより

　15　文化財 / 景さんのチョアチョア記
　16　お知らせ
　18    芦北警察署 / 芦北消防署
　19　書道・短歌 / 出生・おくやみ
　20　全国豊かな海づくり大会（お知らせ） 
　　

月が照らす幽玄の世界
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え
る
頃
、
上
空
に
は
月
が
浮
か
び
、
か
が

り
火
が
照
ら
す
能
舞
台
を
よ
り
幻
想
的
な

雰
囲
気
に
引
き
立
て
て
い
ま
し
た
。

　

観
月
会
に
先
立
ち
、「
能
」
を
身
近
に

感
じ
て
も
ら
お
う
と
、
町
社
会
教
育
セ
ン

タ
ー
で
狩
野
琇
鵬
先
生
ら
を
講
師
に
能
体

験
教
室
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
外
の

約
20
人
が
能
の
文
化
や
歴
史
を
学
び
、
能

の
面
を
か
ぶ
る
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

９
月
21
日
、
国
指
定
史
跡
５
周
年
を
迎

え
た
佐
敷
城
跡
で
観
月
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
観
月
会
は
今
年
で
16
回
目
の
開

催
と
な
り
ま
す
。
会
場
と
な
っ
た
佐
敷
城

跡
二
の
丸
広
場
か
ら
美
し
い
夕
景
が
見
え

る
な
か
、
竹
﨑
町
長
の
祝
砲
で
幕
を
開
け

ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
葦
北
鉄
砲
隊

に
よ
る
演
武
、
雅
会
に
よ
る
雅
楽
の
演
奏

が
あ
り
ま
し
た
。
舞
台
は
、
狂
言
み
の
る

会
に
よ
る
狂
言
「
因
幡
堂
」、
喜
多
流
喜

秀
会
に
よ
る
能
「
野
守
」
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
場
に
集
ま
っ
た
約
３
０
０
人
の
観
客

は
心
地
よ
い
秋
風
を
感
じ
な
が
ら
暗
闇
に

浮
か
び
上
が
る
舞
台
の
登
場
人
物
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。
能
「
野
守
」
で
鬼
神

が
豪
快
に
舞
う
、
舞
台
の
見
ど
こ
ろ
を
迎

▲かがり火を前に演じられた能「野守」

▶
面
を
着
け
て
歩
く
参
加
者

佐敷城跡で薪
たきぎのう

能を鑑賞

う
た
せ
船
に
乗
っ
て
水
俣
病
を
学
ぶ

　

水
俣
病
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
９
月
21
日
、「
う
た
せ
船
で
水
俣
病
を

学
ぶ
講
座
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

で
６
回
目
。

　

午
前
中
は
女
島
活
力
推
進
セ
ン
タ
ー
で

講
演
会
な
ど
が
あ
り
、
最
初
に
山
下
慧
さ

ん（
佐
敷
中
２
年
）と
一
藤
栞
里
さ
ん（
湯

浦
中
２
年
）
が
作
文
を
発
表
し
、
環
境
の

大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。
そ
の
後
「
い
の

ち
の
記
憶
よ
蘇
れ-

水
俣
〜
芦
北
の
海
か

ら-

」
と
題
し
、自
称
魚い
お

ど
ろ
ぼ
う
（
漁
師
）

の
緒
方
正
人
さ
ん
（
沖
）
が
講
演
し
ま
し

た
。
緒
方
さ
ん
は
、「
自
分
が
加
害
者
に

立
場
を
入
れ
か
え
て
考
え
る
と
、
同
じ
事

を
し
な
か
っ
た
と
い
う
確
証
は
な
い
。
問

題
を
加
害
者
と
被
害
者
の
２
極
構
造
だ
け

で
は
解
決
で
き
な
い
。
人
間
は
自
然
界
に

も
責
任
を
果
た
す
べ
き
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ

う
か
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
後
、
参
加
者
は
場
所
を
計
石
漁

港
に
移
し
、
う
た
せ
船
で
捕
れ
た
魚
介
類

を
使
っ
た
料
理
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
計
石
漁
港
か
ら
６
隻
の
う
た

せ
船
に
乗
船
し
、
海
上
か
ら
チ
ッ
ソ
水
俣

工
場
を
見
学
し
ま
し
た
。
各
船
頭
か
ら
当

時
の
状
況
や
最
近
の
漁
業
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
説
明
後
は
う
た
せ
網
漁

や
太
刀
魚
釣
り
を
体
験
。
海
上
は
無
風
状

態
で
釣
果
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
遠
く
は
神
奈
川
県
な
ど
県
内
外
か

ら
参
加
し
た
62
人
の
参
加
者
は
、
こ
の
海

で
起
き
た
悲
し
い
歴
史
や
自
然
の
豊
か
さ

な
ど
に
思
い
を
巡
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

▲緒方さんの講演を熱心に聞く参加者

▲うたせ船の上で漁師から水俣病や漁獲量
などの説明を受ける参加者（水俣市沖）

国指定５周年の

▶
毎
年
観
月
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
と

い
う
96
歳
の
丁
多
美
江
さ
ん
（
水
俣
市
）

▶
祝
砲
を
放
つ
竹
﨑
町
長

▶
雅
会
に
よ
る
雅
楽
の
演
奏

若
者
の
夢　

　
　
　

空
に
浮
か
ぶ

　

県
内
外
の
大
学
生
を
中
心
と
し
た
約

１
０
０
人
の
若
者
が
９
月
19
日
〜
21
日
、

古
石
み
ど
り
の
里
で
キ
ャ
ン
プ
を
し
な
が

ら
夢
を
語
り
合
う
イ
ベ
ン
ト
「
本
気
（
ま

じ
）
キ
ャ
ン
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
メ
ー
ン
企
画
が
ヘ
リ

ウ
ム
ガ
ス
で
膨
ら
ま
せ
た
約
４
０
０
０
個

の
風
船
で
人
間
を
浮
か
べ
る
「
夢
風
船
」。

風
船
一
つ
一
つ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を
描
き

な
が
ら
、
４
時
間
か
け
て
６
つ
の
大
き
な

網
に
集
め
て
い
き
ま
し
た
。
完
成
し
た
風

船
の
束
に
ベ
ル
ト
を
つ
な
げ
、
参
加
者
の

一
人
を
乗
せ
る
と
、
空
中
に
ふ
わ
り
と
浮

か
び
あ
が
り
ま
し
た
。
実
行
委
員
代
表
の

川
井
田
圭
吾
さ
ん
は
、「
本
当
に
浮
か
ぶ

か
不
安
だ
っ
た
。
言
葉
に
な
ら
な
い
ほ
ど

う
れ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
も
お
い
し
い

　
　

あ
し
き
た
太
秋

　

芦
北
の
特
産
品
「
あ
し
き
た
太
秋
」
の

収
穫
が
10
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

45
ア
ー
ル
の
畑
に
３
４
０
本
の
太
秋
柿
を

栽
培
し
て
い
る
釡
悟
さ
ん
（
湯
浦
南
）
は

「
す
べ
て
の
果
実
一
つ
一
つ
大
事
に
袋
掛

け
し
て
丹
精
込
め
て
作
っ
て
い
ま
す
。
今

年
も
サ
ク
ッ
と
し
た
食
感
が
あ
っ
て
甘
く

て
お
い
し
い
で
す
よ
」
と
収
穫
に
精
を
出

し
て
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
あ
し
き
た
管
内
で
の
本
格
導
入
は

７
年
目
を
迎
え
、
本
年
は
県
内
ト
ッ
プ
の

90
ト
ン
の
出
荷
量
を
見
込
み
、
関
東
方
面

を
中
心
に
出
荷
さ
れ
ま
す
。
町
内
で
は

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト「
で
こ
ぽ
ん
」

や
大
野
温
泉
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
販
売
さ
れ

ま
す
。

▲あしきた太秋を収穫する釡さん
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▶
人
を
乗
せ
て
空
中
に
浮
か
び
あ
が
っ
た

風
船
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▶
役
場
庁
舎
に
は
ゴ
ー
ヤ
な
ど
で
グ

リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を
作
り
ま
し
た

　平成 24 年度において、芦北町の町有施設などか
ら排出された温室効果ガスの量は、2,940t（CO2 換算）
でした。24 年度は発電事情の変化（原子力発電→火
力発電）により、基準年である平成 17 年の 2,834t を
上回る結果となりましたが、節電努力により、電力消
費量は前年度比 10％削減を達成しています。

１　電気・燃料などの使用の抑制　（節電など）
２　冷暖房の適正温度の徹底
　　（冷房 28℃、暖房 19℃）
３　庁舎などへのグリーンカーテン
４　ハイブリッド車の積極的な使用
５　クールビズ（衣服の軽装化）運動の推進　
　その他、「くまもとライトダウンキャンペーン
２０１２」の呼びかけや、グリーンカーテンコンテ
ストを実施するなど町全体での取り組みも合わせて
行いました。

芦北町地球温暖化対策実行計画の実績を公表します
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温室効果ガス排出量と電力使用量の推移

＊問い合わせ先　
　住民生活課　環境対策係
　☎（８２）２５１１（内線１４７）
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効
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ス
排
出
量

計画期間における実績

　芦北町の事務事業により町有施
設などから排出された温室効果ガ
スの量（CO2 換算）を公表します。
　

基準年：平成17年度

排出量：2,834t

計画期間（６年間） ６年間

合計19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度

温室効果ガス

排出量

　※単位：t（トン）
　　（１t=1,000kg）

基準 2,834 17,004

目標 2,693 16,158

実績 2,707 2,602 2,447 2,557 2,416 2,940 15,669

削減量（基準年との比較）t ▲ 127 ▲ 232 ▲ 387 ▲ 277 ▲ 418 106 ▲ 1,335

削減率（基準年との比較）％ ▲ 4.5 ▲ 8.2 ▲ 13.7 ▲ 9.8 ▲ 14.8 3.7 ▲ 7.9

平成 24 年度地球温暖化対策で取り組んだ活動

2940
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2,834　芦北町地球温暖化対策実行計画
は平成 19 年度に策定されました。
　19 年度から 24 年度までの６年
間を計画期間として、温室効果ガ
スを 17 年度と比較して各年５％
削減することを目標として対策を
進めてきました。その結果、基準
年 と 比 較 し、 ６ 年 間 平 均 で 7.9 ％
削減を達成しました。

年
度
ご
と
の
温
室
効
果
ガ
ス
の

削
減
量
と
削
減
率

　芦北町と芦北町国際交流協会は、平成 10 年
から熊本県の事業でカンボジアからの研修員を
受け入れています。今回のケオさんで 14 人目
の受け入れとなります。来年の１月まで湯浦小
で研修を受けます。

　私はケオ・サラエンです。カンボジアから来ました。
小学校の先生です。８月に芦北に来て、湯浦小学校で
研修しています。湯浦小学校はとても興味深いです。
教室はきれいで、十分な教材と素晴らしい教職員がい
ます。校長先生は親切、丁寧でよく働かれます。また、
先生たちはとてもフレンドリーです。子どもたちもか
わいいです。
　芦北町はとても美しい町です。初めて芦北に着いた
ときたくさんの山があり、カンボジアとは違う景色が
広がっていて不思議な感じがしました。芦北町の皆さ
んは気さくで、とても美味しい日本食をごちそうし、

歓迎してくれました。また、レストランなどにカンボ
ジアを支援するための募金箱がおいてあり、日本人の
思いやりにとても感動しました。
　最後に、教育委員会や役場、芦北の皆さん、特に芦
北の「おとうさん」、「おかあさん」、私を受け入れて
くれた湯浦小学校、そして、カンボジアの同僚に感謝
したいです。
　これから毎日日本語を勉強し、生徒や先生と一緒に
一生懸命研修に励みます。そして、いい結果を残した
いです。
　みなさんよろしくお願いします。

ケオ サラエン
Keo  Saren

芦北町の皆さん
　　　　　　　はじめまして

◆時間　　午前 10 時 30 分～午後３時
◆会場　　ＪＡあしきたファーマーズマーケット「でこぽん」
　　　　　※小雨決行（雨天の場合はグルメバザーのみ実施予定）

◆内容　①ステージ
　　　　　・芦北保育園「将友太鼓」　　　　
　　　　　・「キャッシュバンド」ライブ　
　　　　　・八代白百合高校吹奏楽部　
　　　　　・秀岳館太鼓 OB『雅龍』
　　　　②バザーコーナー
　　　　　・世界のグルメバザー　
　　　　　※アメリカ、イギリス、韓国、カンボジア、
　　　　　　中国、フィリピンの料理が楽しめます
　　　　　・迷品バザー　※再利用品などを販売

第 12回

芦北町国際交流まつり

10 月 20 日（日）開催

③展示ブース
　・韓国文化紹介ブース　・英国派遣写真展
　・カンボジアスタディーツアー写真展
　・ＪＩＣＡ青年海外協力隊写真展
　・世界の民族衣装・甲冑試着ブース
　・国際交流協会の取り組み
　④その他
　・大野小児童による「カンボジア募金米」販売

　＊問い合わせ先
　芦北町国際交流協会事務局（企画財政課内）
　☎（８２）２５１１（内線２５２）
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支
え
合
い
、
と
も
に
歩
ん
だ
50
年

第
55
回
熊
日
金
婚
夫
婦
表
彰
式

　

昭
和
38
年
に
結
婚
さ
れ
、
今
年
結
婚
50

周
年
を
迎
え
た
町
内
78
組
の
夫
婦
が
出
席

し
、
９
月
11
日
、
第
55
回
熊
本
日
日
新
聞

社
金
婚
夫
婦
表
彰
式
が
町
社
会
教
育
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
の
熊
本
日
日
新
聞
社
の
和
田
浩

二
事
業
局
次
長
が
金
婚
夫
婦
の
代
表
者
に

表
彰
状
を
手
渡
し
、
半
世
紀
の
結
婚
生
活

へ
の
ね
ぎ
ら
い
と
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
竹
﨑
町
長
は
、

昭
和
38
年
の
流
行
歌
を
披
露
し
な
が
ら

「
７
年
後
に
行
わ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
元
気
に
応
援
で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば

り
ま
し
ょ
う
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
金
婚
夫
婦
を
代
表
し
、
山
下

生
吾
さ
ん
・
ヨ
シ
子
さ
ん
夫
妻
（
白
岩
）

が
戦
時
体
験
や
結
婚
当
時
の
日
本
や
芦
北

の
こ
と
を
振
り
返
り
な
が
ら
、「
妻
に
は

負
担
を
か
け
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
夫
婦

協
力
し
合
っ
て
元
気
に
生
き
て
い
き
ま

す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

▶
湯
浦
地
区
の
金
婚
夫
婦
の
皆
さ
ん

▶
田
浦
地
区
の
金
婚
夫
婦
の
皆
さ
ん

▶
佐
敷
地
区
の
金
婚
夫
婦
の
皆
さ
ん

▶
吉
尾
・
大
野
地
区
の
金
婚
夫
婦
の
皆
さ
ん

◆昭和 37 年
　旧葦北町が初の消防自動車を購入
　旧田浦町が甘夏みかんを皇室に献上
　国道３号　津奈木太郎開通
　計石郵便局落成
◆昭和 38 年　
　国道３号　海浦トンネル開通
　旧田浦町に甘夏音頭生まれる
　佐敷中学校体育館落成
　大野中学校校舎落成
◆昭和 39 年
　肥後田浦駅前に甘夏みかん選果場落成
　東京オリンピック聖火リレーが町内通過
　吉尾小学校校舎落成　
　国道３号　佐敷トンネル開通　

◆昭和 37 年
　巨人の王貞治選手が一本足打法で登場
　キューバ危機
◆昭和 38 年　
　大相撲の大鵬が６場所連続優勝
　千円札の肖像が聖徳太子から伊藤博文に
　ケネディ米国大統領暗殺事件
◆昭和 39 年
　日本人の海外渡航が自由になる
　東海道新幹線開通
　東京オリンピック開催
◆流行歌
　美しい十代　
　高校３年生
　こんにちは赤ちゃん
　東京五輪音頭

◆テレビ番組
　鉄腕アトム
　鉄人 28 号
　大河ドラマ　花の生涯
　

◇当時の出来事◇
■芦北町 ■国内・海外

▶
謝
辞
を
述
べ
る
山
下
夫
妻

▲表彰状を受け取る古江夫妻▲「祝いめでた」を唄う祝い唄保存会



まちのわだいまちのわだい

広報あしきた　89　広報あしきた

庵ノ山の国有林で行われた実習の様子

　地域の森林・林業関係者を支援・指導できる人材
育成を目的とした准フォレスター研修の実習が、９
月 11 日に大野地区庵ノ山で行われました。この研
修は国、県職員を対象に九州森林管理局が実施して
おり、今回は 29 人が参加。庵ノ山のひのき人工林
を実際に見て調査し、将来目標とする森林の形や当
面の手入れの仕方などをグループごとに検討しまし
た。その後の発表と意見交換では、森林の機能を引
き出すための議論などが活発に行われました。

地域の森林を守る人材を育成

　熊本学園大学の学生と同大の山中進教授ら 13 人
が、山間地集落の課題などについて地域の住民との
体験と交流を通じて学ぶ特別演習を行いました。一
行は、９月 17 日から 18 日にかけて、大岩地区の
住民に話を聞いたり、地区住民とみそ作り体験をし、
19 日には、御立岬公園の塩むすび館で、塩作り体
験を行いました。塩田での塩づくりを体験した学生
たちは、慣れない手つきで自分が納得するまで何度
も塩水（御立岬温泉水）を塩田に撒いていました。 塩（えん）むすび館の塩田に塩水（御立岬温泉水）を撒

く作業を体験

　佐敷川内水面漁協が９月１日、花岡東公民館で佐
敷川ふれあい祭りを行いました。この祭りは佐敷川
に関心を持ってもらうため、関係者や地元の子ども
たちなどが参加し毎年開催されているもので、今年
で 10 回目です。子どもたちは、お菓子を魚にみた
てて、投げ網漁の体験をしたり、振る舞われた鮎を
ほおばったりしていました。

投げ網漁を体験をする子どもたち

佐敷川ふれあい祭り

芦北町が大学生の学びの場に

　金松シズカさん（老人ホーム）が９月 19 日に
100 歳の誕生日を迎えました。この日、入所して
いる養護老人ホーム有隣で親族や入所者、職員の皆
さんに祝われ、竹﨑町長が長寿慶祝金を手渡しまし
た。
　金松さんは、魚の刺身が好物で、何でもよく食べ、
趣味の生け花を楽しみにしています。自分でシル
バーカーを押して歩いてトイレに行ったり、福祉ス
ポーツ大会にも参加したりするなど、日常を元気に
過ごしているそうです。

100 歳を迎えた金松シズカさん（右から２人目）

祝100歳　金松シズカさん

「収穫が楽しみだなあ」（デコポンの実る樹の下で）

　たのうら御立岬観光交流協議会が今年もデコポン
の実る樹オーナーを募集し、応募したオーナーや
その家族など 72 組 200 人が９月 22 日、樹との面
会式に参加しました。樹の本数を昨年の 60 本から
100 本に増やしましたが、申し込みが多かったため、
今年も抽選でのオーナー決定となりました。益城町
から親子３世代７人で参加した家族は、「たくさん
なってくれるのを楽しみにしています」と話してい
ました。

おいしいデコポンが穫れますように

　内野小学校で、９月からフッソ洗口が始まりまし
た。児童の歯の健康を保つため、週１回、全校児童が
各教室で始業前に行っているもので、保健センター
と教育委員会が、保護者への説明や水でのうがい練
習を事前に行い準備を進めてきました。今後、町内全
小中学校で導入される見込みです。
　児童は、音楽と一緒に吹き込まれた指示どおりに
洗口液を口に含み、上手にうがいをしていました。

フッソ洗口液を口に含み、うがいをする児童

　水俣芦北広域消防本部の新人消防職員４人が９月
11 日、役場を訪れ竹𥔎町長に着任を報告しました。
４人は、今年４月から 5 カ月間の消防学校での訓
練を終え、水俣消防署と芦北消防署で勤務していま
す。芦北消防署に配属となった宮𥔎紘臣消防士は、

「地域の皆さんの安全・安心を守るため、頑張ります」
と話していました。

【水俣消防署】　伊藤隼消防士、志水亮太消防士
【芦北消防署】　宮﨑紘臣消防士、若宮隆二消防士　

左から伊藤隼消防士（津奈木）、志水亮太消防士（水俣）、
岩田消防長、竹﨑町長、宮﨑紘臣消防士（豊岡）、
若宮隆二消防士（白岩）

地域の安全・安心を担います

フッソ洗口で虫歯を予防しよう
　秋の全国交通安全運動の出発式が９月 20 日、芦
北警察署で行われました。出発式には関係者や各
事業所から約 120 人が参加し、子どもと高齢者の
事故防止など重点目標などを確認しました。また、
全国子ども自転車大会で５位に入賞した内野小児
童が「自転車大会で身につけた成果を生かして、
交通安全につとめます」と交通安全宣言をしまし
た。なお、今年の交通安全運動期間中に、県内で
交通事故で亡くなった人はいませんでした。 出発式のアトラクションでマーチングパレードをする芦北

保育所の園児　　　

秋の全国交通安全運動出発式
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芦 北 町 文 化 祭
町民総合センター
しろやまスカイドーム

＊問い合わせ先
　芦北町社会教育センター　☎（８２）２２１３

11月２日㈯〜４日㈪　　

 午前９時〜午後７時（４日は午後３時まで）

◆郷土芸能発表会

２日（土）

◆金管五重奏演奏会 新日本フィルハーモニー交響楽団メンバー
を中心とした金管楽器の名手たちが

芦 北 町 に 集 結 ！

午後３時〜

◆オープニングセレモニー ◆文化協会発表会

トランペット ホルン チューバ トロンボーン トランペット

午前９時〜

◆健康づくり
　　　　推進大会

◆郷土芸能研修会
◎招へい団体
　上槻木太鼓踊り保存会
◎芦北代表
　平生雷狂言保存会

日
時

場
所

午前 10 時〜

入場無料

午前９時 30 分〜

・田浦古代俵踊り
・才木雷狂言
・市野瀬棒踊り
・宮の後臼太鼓踊り

・田浦祝い唄保存会「祝いめでた」
・芦北町吹奏楽団

歌謡、合唱、舞踊、大正琴
ハワイアンフラなど

・青少年主張発表
・ アトラクション（田浦保育所）
・子ども英会話教室発表
・子ども舞踊発表

◆青少年発表会
午前 11 時〜 午後２時 20 分〜

午後３時〜
◆文化講演会

・大会宣言
・座ったままの簡単体操

３日 （日）

（小説家、エッセイスト、評論家、作詞家、作曲家）講師：五木寛之　氏

４
日 

㈪

午後１時 30 分〜

◎簡易健康チェック（血圧測定など）
◎活力年齢測定
◎骨密度、骨波形測定
◎健康や食に関するパネル展示
◎健康食試食配布　など

２日（土）、３日（日）午前中
会場に健康ブースも登場※書道、写真、絵

画、短歌などの作
品は終日展示され
ています。
※茶道の実演は、
２日㈯、３日㈰ に
行われます。

（多良木町）

（一般参加可）

２日（土）、３日（日）芦北の旬の味覚がたくさん

食と文化コーナー  を開設
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空
手
道
が
７
年
ぶ
り
の
栄
冠  

天
草
県
体

　

９
月
14
日
、
15
日
に
、
第
68
回
熊
本
県

民
体
育
祭
が
天
草
郡
市
を
主
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
葦
北
郡
は
空
手
道
競
技
で

熊
本
市
を
破
り
、
７
年
ぶ
り
に
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
が
４
位
入
賞
す
る
な
ど
、
各
競
技
で

健
闘
し
ま
し
た
。　

　

総
合
で
は
、県
下
20
郡
市
中
、12
位
（
前

回
大
会
10
位
）
の
成
績
で
し
た
。

◆
上
位
入
賞

▼
団
体
（
６
位
ま
で
掲
載
）

　
　

空
手
道　
　
　
　
　
　
　
　

優
勝

　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
男
子  

４
位

　
　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
男
子　
　
　

５
位

　
　

軟
式
野
球　
　
　
　
　
　
　

５
位

　
　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
女
子　
　
　

５
位

　
　

サ
ッ
カ
ー　
　
　
　
　
　
　

５
位

　
　

剣
道　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
位

　
　

銃
剣
道　
　
　
　
　
　
　
　

５
位

　
　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
女
子　
　
　

５
位

　
　

ク
レ
ー
射
撃　
　
　
　
　
　

６
位

▼
個
人
（
３
位
ま
で
掲
載
・

　
　
　
　
　

町
内
関
係
者
の
み
・
敬
称
略
）

　

○
水
泳

　
　

男
子
65
歳
以
上
50
ｍ
平
泳
ぎ

　
　
　

２
位　

宮
本 

英

　
　

男
子
25
歳
未
満
２
０
０
ｍ
F
Ｒ　

    

　
　
　

２
位　

岩
間
智
之
・
森
本
紘
史

　
　
　
　
　
　

菊
川
浩
平

　
　

男
子
25
歳
以
上
50
ｍ
背
泳
ぎ

　
　
　

３
位　

永
里
壽
朗

　
　

女
子
25
歳
未
満
50
ｍ
平
泳
ぎ

　
　
　

３
位　

木
村
り
な　

　
　

女
子
25
歳
以
上
50
ｍ
平
泳
ぎ　
　
　

　
　
　

３
位　

岡
本
祐
香
里

○
陸
上

　
　

男
子
40
歳
代
砲
丸
投

　
　
　

２
位　

告 

𠮷
弘　

◆
熊
本
県
体
育
協
会
表
彰

▼
ス
ポ
ー
ツ
優
良
団
体
表
彰

　

芦
北
町
サ
ッ
カ
ー
協
会（
元
山
秀
志
会
長
）

　
　

第
44
回

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

陸
上
競
技
大
会

【
期
日
】
10
月
25
日
〜
27
日

【
会
場
】
日
産
ス
タ
ジ
ア
ム
（
神
奈
川
県
）

佐
敷
中
１
年

　

井
川
龍
人 

く
ん
（
花
岡
西
）

種
目
：
中
学
１
年　

１
５
０
０
ｍ

（敬称略）
監督：鬼塚研史　
選手：釡 辰信、田村幸治、坂田宏樹、綱田裕佑　　
　　　竹林公也、桑本裕一郎、中山裕大

▲優勝した空手道の選手の皆さん（後列）

祝 

全
国
大
会
出
場

▲５年連続で優秀賞を受賞した、一糸乱れぬ葦北郡選
手団の入場行進（総合開会式）

▲上段蹴りを放つ桑本選手
　　　　　　　　　（２回戦：対人吉市）
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湯
浦
活
性
化
協
議
会
で
は
、
財
団
法
人

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て
い
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
（
宝
く
じ
助
成

金
）
を
活
用
し
「
湯
の
香
太
鼓
」
の
長
胴

太
鼓
、
桶
胴
太
鼓
を
整
備
し
ま
し
た
。
同

協
議
会
の
今
後
の
更
な
る
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　
宝
く
じ
助
成
で
太
鼓
を
追
加
整
備

湯
浦
活
性
化
協
議
会

八
代
市
役
所
前

道
の
駅
た
の
う
ら

水
俣
産
交

バ
ス
路
線
「
八
代
・
水
俣
線
」
の
運
行
が
変
わ
り
ま
し
た

　

10
月
１
日
か
ら
バ
ス
路
線
「
八
代
・
水

俣
線
」
が
道
の
駅
た
の
う
ら
で
「
八
代
・

田
浦
線
」
と
「
田
浦
・
水
俣
線
」
に
２
分

割
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
新
設
さ
れ

る
「
道
の
駅
た
の
う
ら
」
の
バ
ス
停
の
場

所
は
下
図
の
と
お
り
で
す
。

　

運
行
ダ
イ
ヤ
に
つ
い
て
も
一
部
変
更
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

産
交
バ
ス
㈱
水
俣
営
業
所　

　

☎
（
６
３
）
２
１
８
５

〈変更後の路線図〉

▲大野夏まつりで演奏する「湯の香太鼓」

◀
購
入
し
た
長
胴
太
鼓
と
桶
胴
太
鼓

各バス停 各バス停

■トイレ
■インフォメーション

物産館　
　　「肥後うらら」

レストラン
　「たばくまん」

道の駅たのうら

国道３号側新設バス停

乗り換え

南九州西回り自動車道高架下



す
く
す
く
育
っ
て
い
ま
す
１
歳
６
カ
月
児
健
診（
９
月
20
日
実
施
）

を
受
け
た
人
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
＊
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
（
８
６
）
０
２
０
０

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

高
校
３
年
生
ま
で
無
料
！

　

芦
北
町
健
康
づ
く
り
推
進
事
業
の
一
環
と

し
て
、
子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
の
助
成
を
拡
大
し
ま
す
。
な
お
、
60
歳
以

上
の
人
の
接
種
は
昨
年
同
様
１
回
あ
た
り

９
０
０
円
が
必
要
で
す
。

●
対
象
者
年
齢
の
引
き
上
げ

　

◎
変
更
前

　
　

生
後
６
カ
月
以
上
16
歳
未
満

　
　
（
中
学
３
年
生
以
下
）

　

◎
変
更
後

　
　

生
後
６
カ
月
以
上
19
歳
未
満

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
校
３
年
生
以
下
）

●
高
校
３
年
生
ま
で
接
種
費
用
を
無
料
化

　

◎
変
更
前　

１
回
あ
た
り
９
０
０
円

　　

◎
変
更
後　

無
料

　

風
し
ん
の
流
行
を
未
然
に
防
ぎ
、
特
に
妊

婦
を
守
り
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の
発
生
を

予
防
す
る
た
め
、
風
し
ん
予
防
接
種
を
実
施

し
ま
す
。
対
象
者
で
接
種
を
希
望
す
る
人
は

事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。
そ
の
際
、
印
鑑
、
母
子
健
康
手
帳

（
妊
婦
の
夫
の
場
合
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※「
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
」と
は
、妊
婦（
特

に
妊
娠
初
期
の
女
性
）
が
風
し
ん
に
感
染
す

る
と
、胎
児
が
風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
、

難
聴
、
心
疾
患
、
白
内
障
、
精
神
や
身
体
の

発
達
の
遅
れ
な
ど
の
障
害
を
起
こ
す
病
気
の

総
称
で
す
。

▼
対
象
者

　

芦
北
町
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
①
か
ら
③

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　

①
今
年
度
中
に
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

　
（
妊
娠
の
可
能
性
が
あ
る
、
ま
た
は
妊
娠

　

し
て
い
る
場
合
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
）

　

②
今
年
度
中
に
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
の
夫

　

③
妊
婦
の
夫

▼
実
施
期
間　

平
成
26
年
３
月
31
日
㈪
ま
で

▼
接
種
費
用　

無
料
（
１
人
１
回
ま
で
）

▼
実
施
医
療
機
関　

芦
北
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

　

井
上
医
院
、
篠
原
医
院
、
竹
本
医
院
、

　

松
本
医
院
、
宮
島
医
院
、
百
崎
内
科
医
院

風
し
ん
予
防
緊
急
対
策
事
業

10
月
か
ら
実
施
！

11
月
１
日
か
ら
小
児
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
が
変
更
に
な
り
ま
す

◎
変
更
前

　

沈
降
７
価
肺
炎
球
菌
結
合
型
ワ
ク
チ
ン

　
（
プ
レ
ベ
ナ
ー
）

◎
変
更
後

　

沈
降
13
価
肺
炎
球
菌
結
合
型
ワ
ク
チ
ン

　
（
プ
レ
ベ
ナ
ー
13
）

※
11
月
１
日
以
降
、
定
期
接
種
と
し
て
使
用

で
き
る
の
は
「
プ
レ
ベ
ナ
ー
13
」
の
み
で

す
。
両
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

同
じ
で
す
の
で
、
残
り
の
接
種
回
数
を
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
「
プ
レ
ベ
ナ
ー
13
」
で
実

施
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、「
プ
レ
ベ
ナ
ー
」

に
よ
る
定
期
接
種
完
了
後
に
、「
プ
レ
ベ
ナ
ー

13
」
を
接
種
す
る
場
合
は
、
任
意
接
種
（
全

額
自
己
負
担
）
と
な
り
ま
す
。

➡

➡

景け
い

さ
ん
の

芦
北
チ
ョ
ア
チ
ョ
ア
記

　

ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
！

　
「
芦
北
町
に
来
て
か
ら
一
番
困
っ

た
こ
と
は
何
で
し
た
か
？
」
と
聞
か

れ
る
と
、
私
は
「
方
言
で
す
！
」
と

す
ぐ
答
え
ま
す
。
芦
北
に
来
た
ば
か

り
の
こ
ろ
は
、
日
本
語
の
勉
強
を
頑

張
っ
て
き
た
は
ず
な
の
に
、
私
の
日

本
語
能
力
が
こ
ん
な
に
も
足
り
な

か
っ
た
の
か
と
思
っ
た
く
ら
い
話
が

全
然
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
時
間

が
流
れ
る
と
と
も
に
だ
ん
だ
ん
芦
北

弁
に
慣
れ
て
、
芦
北
弁
で
も
喋
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
自
分
自
身
に
驚
い
て

い
ま
す
。

　

日
本
で
は
東
北
の
方
言
「
じ
ぇ
、

じ
ぇ
」
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
韓
国
に
も
各
地
方
の
独
特
な
方

言
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
色
を

表
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
最
近

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
話
題
に
な
っ

て
い
る
も
の
が
、
数
学
で
使
う
「
22 

（
２
の
２
乗
）」、「
2e 

（
２
の
ｅ
乗
）」

「
e2

（
ｅ
の
２
乗
）」「
ee

（
ｅ
の
ｅ
乗
）」

の
言
い
方
で
す
。
韓
国
語
で
数
字
の

２
と
英
語
の
Ｅ
は
同
じ
発
音
で
あ
る

「
イ
」
で
す
。
あ
る
サ
イ
ト
で
「
ソ

ウ
ル
の
人
は
こ
の
４
つ
の
区
分
が
本

当
に
で
き
な
い
で
す
か
？
」
と
い
う

質
問
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
４

つ
を
、
○
の
○
乗
で
読
む
と
き
、
ソ

ウ
ル
出
身
の
私
か
ら
す
る
と
、
４
つ

全
部
同
じ
発
音
で
同
じ
イ
ン
ト
ネ
ー

シ
ョ
ン
に
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

慶
尙
道
（
韓
国
の
南
東
地
方
）
の
人

た
ち
は
特
定
の
音
と
イ
ン
ト
ネ
ー

シ
ョ
ン
で
こ
の
４
つ
を
す
べ
て
区
別

で
き
る
そ
う
で
す
。
そ
れ
だ
け
で
は

な
く
、
全
部
違
う
音
で
読
め
て
書
き

取
り
ま
で
で
き
る
そ
う
で
す
。
首
都

圏
の
人
た
ち
は
、「
こ
れ
を
ど
う
や
っ

て
区
分
で
き
る
の
？
」
と
み
ん
な
驚

い
て
い
て
、
あ
る
親
切
な
慶
尙
道
の

人
が
４
つ
の
違
い
を
録
音
し
て
動
画

を
載
せ
て
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
芦
北
弁
が
難
し
か
ば
っ

て
ん
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
勉
強
せ
ん

ば
ん
で
す
ね
！
（
笑
）

　

（
第
17
回
）

芦
北
町
国
際
交
流
員

李
允
景
（
イ
・
ユ
ン
ギ
ョ
ン
）

芦
北
に
残
る
文
化
遺
産

芦
北
町
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
　

昭
和
54
年
３
月
20
日
指
定

29

　

朝
夕
め
っ
き
り
涼
し
く
な
り
、
秋
ら
し

い
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
ね
。
秋
は
ス

ポ
ー
ツ
の
秋
、
文
化
の
秋
と
よ
く
言
わ
れ

ま
す
が
、
芦
北
町
で
も
町
民
体
育
祭
が
終

わ
り
、
次
は
い
よ
い
よ
文
化
祭
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
文
化
祭
で
発

表
予
定
の
郷
土
芸
能
の
一
つ
、
田
浦
の

「
宮
の
後
臼
太
鼓
踊
り
」で
す
。「
宮
の
後
」

と
い
う
の
は
、
田
浦
阿
蘇
神
社
の
後
ろ
の

地
区
と
い
う
意
味
で
す
。臼
太
鼓
踊
り
は
、

南
九
州
を
中
心
に
西
日
本
に
広
く
分
布
し

て
い
ま
す
。
町
内
に
も
鶴
木
山
、
上
原
、

内
木
場
、
岩
屋
川
内
地
区
に
伝
わ
っ
て
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い

ま
す
。
太
鼓
の
音
が
雷
鳴
に
似
て
い
る
こ

と
か
ら
、
雨
乞
い
に
踊
ら
れ
た
と
い
う
説

も
あ
り
、
江
戸
時
代
に
は
、
雨
乞
い
の
際

に
臼
太
鼓
踊
り
、
奴
踊
り
、
踊
り
狂
言
な

ど
と
も
に
踊
ら
れ
た
と
い
う
記
録
が
残
っ

て
い
ま
す
。
宮
の
後
臼
太
鼓
踊
り
が
、
い

つ
頃
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
詳
細
は
分
か
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
江
戸
時
代
の
終
わ
り
頃

か
ら
踊
り
継
が
れ
て
い
る
と
伝
わ
っ
て
い

ま
す
。

　

踊
り
の
陣
形
は
、
鉦か
ね

持
ち
を
２
列
中
に

入
れ
、
そ
の
外
側
に
そ
れ
ぞ
れ
太
鼓
持
ち

宮
の
後
臼
太
鼓
踊
り

＊
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

生
涯
学
習
課　

文
化
振
興
係　

　

☎
（
８
７
）
１
１
７
１
（ 

内
線
１
４
５
）   

が
並
び
４
列
で
踊
り
ま
す
。
踊
り
手
は
成

年
男
子
12
人
の
太
鼓
持
ち
、
鉦
の
６
人
、

幟
持
ち
の
１
人
、
ボ
ン
テ
持
ち
（
合
図

係
）
１
人
の
構
成
で
、
鹿
の
角
の
鍬
形
兜

に
陣
羽
織
、
手
甲
脚
絆
、
わ
ら
じ
、
白
足

袋
、
袴
姿
の
勇
壮
な
踊
り
と
な
り
ま
す
。

各
地
に
伝
わ
る
臼
太
鼓
踊
り
は
一
説
で

は
、
戦
国
時
代
に
士
気
を
鼓
舞
す
る
た
め

に
始
ま
っ
た
と
も
い
わ
れ
、
こ
の
勇
ま
し

い
姿
か
ら
そ
の
よ
う
な
説
も
生
ま
れ
た
の

で
し
ょ
う
。

　

郷
土
芸
能
発
表
は
11
月
３
日
㈰
の
午
前

中
に
披
露
さ
れ
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
４

日
㈪
午
後
に
は
、
郷
土
芸
能
研
修
会
と
し

て
、
球
磨
郡
多
良
木
町
の
「
上
槻
木
太
鼓

踊
り
」
が
披
露
さ
れ
ま
す
。
芦
北
と
球
磨

の
指
定
文
化
財
の
太
鼓
踊
り
を
比
べ
て
み

る
ま
た
と
な
い
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
両

日
と
も
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

先月初めて芦北を訪れた景さん
の両親との３ショット

勇壮な宮の後臼太鼓踊り
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熊
本
矯
正
展  

開
催

▼
日
時　

11
月
９
日
㈯
、10
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　
　
　

　
　
　

※
10
日
㈰
は
午
後
３
時
ま
で

▼
場
所　

熊
本
刑
務
所

　
　
　
　
（
熊
本
市
中
央
区
渡
鹿
）

▼
内
容

　

○
刑
務
所
内
見
学
○
矯
正
広
報
パ
ネ
ル

展
示
○
矯
正
関
係
映
画
上
映
○
受
刑
者
の

衣
類
、日
用
品
の
展
示
○
人
吉
農
芸
学
院

生
徒
の
作
品
展
示
○
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で

の
性
格
検
査
○
刑
務
所
作
業
製
品
の
販
売

○
各
種
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン　

な
ど　
　

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
刑
務
所　

処
遇
部
企
画
部
門

　

☎
０
９
６
（
３
６
２
）
３
５
１
３

　

く
ま
も
と
技
能
祭「
ワ
ー
キ
ン
グ

　

カ
ー
ニ
バ
ル
２
０
１
３
」開
催

　

も
の
づ
く
り
体
験
教
室
や
熟
練
技
能
士

に
よ
る
製
作
実
演
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
。
熊
本
の
名
工
た
ち
の
技
や
、

も
の
づ
く
り
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

11
月
２
日
㈯
、
３
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

▼
場
所　

ア
ク
ア
ド
ー
ム
く
ま
も
と

　
　
　
　
（
熊
本
市
）

▼
入
場
料　

無
料

　
　
　
　
（
材
料
代
が
必
要
な
場
合
あ
り
）

     

熊
本
県
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ミ
ナ
ー

　

県
内
外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
先
進

的
な
取
組
を
紹
介
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。入
場
は
無
料
で
く
ま
モ
ン
も
登

場
し
ま
す
。

▼
日
時　

10
月
24
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
40
分

▼
場
所　

県
庁
地
下
大
会
議
室　
　
　
　

▼
定
員　

４
０
０
人　

＊
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
３
２
０

 　

若
い
人
の
仕
事
探
し
を

　

 

お
手
伝
い
し
ま
す　

　

芦
北
地
域
振
興
局
１
階
に
「
ジ
ョ
ブ
カ

フ
ェ
・
芦
北
ブ
ラ
ン
チ
」
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
就
職
に
関
す
る
相
談
な
ど
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
利
用
対
象　

お
お
む
ね
35
歳
未
満
の

人
、
大
学
生
・
短
大
生
・
専
門
学
校
生
・

高
校
生
な
ど
。
ま
た
そ
の
保
護
者
、
学
校

の
進
路
指
導
担
当
の
先
生

▼
利
用
時
間
（
予
約
制
）
月
～
金
曜
日
の

　

10
時
～
17
時
（
木
曜
日
は
16
時
ま
で
）

【サラダたまねぎ植え付け体験】　
▶日時　11 月 10 日（日）午前10 時～正午
▶場所　熊本県環境センター周辺
▶募集　10 組程度（応募多数の場合は抽選）
▶費用　１家族（グループ）2,000 円
▶申込　10月29日（火）まで
◎申し込み方法　住所、氏名、年齢、電話番号を明記して
ハガキ、ＦＡＸ、Ｅメールで申し込んでください。

【環境絵画コンクール展】
　地球や地域でおこっている環境問題や私たちにとって
大切にしたい環境など県内の小学生が環境について考え
たり、感じたりしていることを表現した環境絵画の入賞
作品を展示します。
▶期間　10月16日（水）～11月26日（火）
▶場所　熊本県環境センター１階

＊申込・問い合わせ先
　熊本県環境センター
　☎（６２）２０００
　ＦＡＸ（６２）１２１２
　Ｅメール：center@kumamoto- eco.jp

熊本県環境センター　11 月のイベント
　

祝
日
、
年
末
年
始
は
休
み

▼
内
容　

就
職
に
関
す
る
相
談
、
職
業
適

性
診
断
、
求
人
情
報
提
供
、
出
前
相
談
、

職
業
講
話
な
ど

＊
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
芦
北
ブ
ラ
ン
チ　

　

☎
（
８
２
）
３
１
２
３　

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
（
社
）
熊
本
県
技
能
士
会
連
合
会　

　

☎
0
9
6
（
3
8
9
）
1
６
1
１

　

熊
本
県
産
業
人
材
育
成
課   　

 　

☎
0
9
6
（
3
3
3
）
2
3
4
２

　

９
月
27
日
に
水
俣
市
で
開
催
さ
れ
た

「
平
成
25
年
度
熊
本
県
社
会
教
育
研
究
大

会
・
第
58
回
熊
本
県
公
民
館
大
会
」
で
次

の
個
人
、
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

◆
平
成
24
年
度　

熊
本
県
社
会
教
育
委
員

連
絡
協
議
会
表
彰

社
会
教
育
委
員　

江
口　

龍
文（
乙
千
屋
）

　
　
　
　
　
　
　

尾
上　

伸
一（
湯
浦
北
）

　
　
　
　
　
　
　

梅
田　

安
子（
花
岡
北
）

◆
平
成
25
年
度
熊
本
県
優
良
公
民
館
表
彰

　
　
　
　
　
　
　

計
石
自
治
公
民
館　

 

社
会
教
育
委
員
、
公
民
館
表
彰

17　広報あしきた

お 知 ら せ
　

　 田浦子育て支援センター  11 月の行事

※支援センターは未就園児と保護者なら誰でも利
用できます。一時保育も行っています。
▶センター利用時間　毎週月曜日～金曜日
　午前９時 30 分～正午　午後２時 45 分～５時 15 分
＊問い合わせ先　田浦子育て支援センター
　☎（８７）００３４

８日（金）　リサイクルバザーの日
12日（火）　遠足へ行こう（芦北海浜総合公園）
18日（月）～27日（水）　お楽しみ会の練習  
21日（木）　おやつ作り　28日（木）身体測定、誕生会

　

手
作
り
の
あ
ん
ど
ん
が
佐
敷
の
町
並
み

を
優
し
く
照
ら
し
ま
す
。
桝
屋
で
は
バ

ザ
ー
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
も
行
わ
れ
ま

す
。

◆
日
時　

10
月
19
日
㈯
午
後
５
時
〜
８
時

◆
場
所　

佐
敷
宿
交
流
館
「
桝
屋
」

　
　
　
　

薩
摩
街
道
佐
敷
宿
商
店
街
一
帯

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

薩
摩
街
道
佐
敷
宿
交
流
館　

桝
屋

　

☎
（
６
１
）
３
７
７
０

　

薩
摩
街
道
佐
敷
宿

　

灯
り
ア
ー
ト
展
開
催

　

潜
在
保
育
士
の
就
職
を
支
援

○
潜
在
保
育
士
の
就
職
支
援
研
修
会

▼
日
時　

11
月
19
日
㈫
午
後
１
時
～
４
時

▼
場
所　

八
代
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

▼
対
象　

保
育
士
資
格
を
有
す
る
人

▼
内
容　

講
義
、
保
育
士
体
験
談
な
ど

＊
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
保
育
協
会　

　

☎
0
9
6
（
３
２
２
）
０
０
３
８

　

  

小
学
生
か
ら
高
校
生
の
国
際
交
流

  

冬
休
み
海
外
派
遣
参
加
者
募
集　

　

様
々
な
体
験
を
通
し
て
お
互
い
の
理
解

や
交
流
を
深
め
、
国
際
性
を
養
う
こ
と
を

目
的
に
実
施
す
る
海
外
派
遣
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

▼
派
遣
先　

・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

　
　
　
　
　

・
サ
イ
パ
ン
・
フ
ィ
ジ
ー

▼
日
程　

12
月
26
日
㈭
～
１
月
３
日
㈮

　
　
　
（
派
遣
先
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。）

▼
対
象　

小
学
３
年
～
高
校
３
年
生
ま
で

▼
定
員　

各
国
20
人　

▼
参
加
費　

24
・
８
万
円
～
37
・
８
万
円

▼
締
切　

11
月
5
日
㈫　

申
込
先
着
順

＊
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
（
公
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会　

　

☎
０
３
（
６
４
５
９
）
４
６
６
１　

　

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

　

展
示
室
案
内

　

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
の
展
示
室
で
は
、

自
主
講
座
の
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

【
芦
北
写
真
愛
好
会
に
よ
る
写
真
展
示
】

▼
期
間　

11
月
７
日
㈭
〜
12
月
13
日
㈮

＊
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

芦
北
町
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
８
２
）
２
２
１
３

芦
北
町
立

　
　

星
野
富
弘
美
術
館
だ
よ
り

◇
「
私
の
北
極
星

　
　

〜
三
浦
綾
子
と
星
野
富
弘
〜
」
展

　

○
期
間　

11
月
10
日
㈰
ま
で

　

○
休
館
日　

第
２
・
４
月
曜
日

　
　
　
　
　
　
（
祝
日
除
く
）

　

○
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

＊
問
い
合
わ
せ
先　

　

星
野
富
弘
美
術
館

　

☎
（
８
６
）
１
６
０
０

　

芸
術
の
秋
を
感
じ
に
、
心
の
栄
養
補
給

に
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

町
民
体
育
祭
結
果

● 

開
催
日　

９
月
８
日
（
日
）

● 

場
所　

八
代
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

◎
団
体

◆
優
勝　

佐
敷
西　
　

⑦

　

２
位　

田
浦
南
部　

⑥　

 

　

３
位　

大
東　
　
　

⑤　

　

４
位　

佐
敷
東　
　

④　

　

５
位　

湯
島　
　
　

③

　

６
位　

田
浦
北
部　

②

　

７
位　

泉
南　
　
　

①

【
ゴ
ル
フ
大
会
】

　

９
月
の
町
民
体
育
祭
は
、
ゴ
ル
フ
大
会

が
行
わ
れ
、
佐
敷
西
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

総
合
で
は
、
10
月
１
日
現
在
、
大
東
が

リ
ー
ド
を
守
っ
て
い
ま
す
。
13
日
に
行
わ

れ
る
陸
上
競
技
大
会
で
逃
げ
切
り
、
初
代

総
合
優
勝
の
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
す
る
か
が

注
目
さ
れ
ま
す
。

　

陸
上
競
技
大
会
で
は
、
獲
得
す
る
総
合

得
点
が
２
倍
に
な
り
ま
す
。
１
位
の
地
域

体
育
協
会
に
は
14
点
が
入
り
ま
す
の
で
、

上
位
の
動
向
次
第
で
は
、
３
位
の
佐
敷
西

に
も
総
合
優
勝
の
可
能
性
が
残
り
ま
す
。

総
合
得
点
が
同
点
と
な
っ
た
場
合
は
、
種

目
別
競
技
で
１
位
が
多
い
体
協
が
上
位
に

な
り
ま
す
。

ゴ
ル
フ
大
会
は
佐
敷
西
の
優
勝

大
東
が
初
代
総
合
優
勝
な
る
か
注
目

　総合順位（10 月１日現在）

順位 地域体協 総合得点
１位 大　東 69
２位 佐敷東 65
３位 佐敷西 62
４位 泉　南 57
５位 湯　島 53
６位 田浦北部 49
７位 田浦南部 46

○内の数字は獲得総合得点
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芦
北
消
防
署
☎（
８
２
）４
７
３
１

火
事
と
救
急
は
１
１
９
番

芦
北
警
察
署

事
件
・
事
故
は
１
１
０
番

☎（
８
２
）３
１
１
０

・
揺
れ
が
収
ま
っ
た
時
に
、
避
難
が

　

で
き
る
よ
う
に
窓
や
戸
を
開
け
、

　

出
口
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

・
避
難
の
前
に
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
り

　

ガ
ス
の
元
栓
を
閉
め
ま
し
ょ
う
。

・
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
消
防
署
な
ど

　

か
ら
正
し
い
情
報
を
得
て
、
安
全

　

確
実
な
行
動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

・
家
族
や
隣
人
の
安
否
確
認
を
し
、

　

地
域
住
民
と
の
協
力
体
制
を
と
り

　

ま
し
ょ
う
。

・
大
き
な
揺
れ
を
感
じ
た
ら
津
波
に

　

警
戒
し
ま
し
ょ
う
。
沿
岸
部
で
は

　

特
に
警
戒
し
、
高
い
と
こ
ろ
へ
の

　

避
難
を
急
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

地
震
が
発
生
し
た
と
き
、
被
害
を

最
小
限
に
お
さ
え
る
た
め
に
、
日
頃

か
ら
地
震
対
策
を
し
て
お
く
こ
と
が

極
め
て
重
要
で
す
。
い
ざ
と
い
う
と

き
、
落
ち
着
い
て
行
動
が
で
き
る
よ

う
に
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
地
震
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

・
大
き
な
揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
丈
夫

　

な
机
や
テ
ー
ブ
ル
の
下
に
も
ぐ
る

　

な
ど
し
て
、
自
分
の
身
を
守
り
ま

　

し
ょ
う
。

・  

揺
れ
が
収
ま
っ
て
か
ら
、
火
の
元

　

の
確
認
や
初
期
消
火
を
し
ま
し
ょ

　

う
。
ま
た
、
天
井
ま
で
火
が
到
達

　

し
て
い
る
場
合
は
消
火
は
困
難
に

　

な
り
ま
す
の
で
避
難
を
優
先
し
て

　

く
だ
さ
い
。

も
し
も
地
震
が
発
生
し
た
ら
…

　

芦
北
地
区
少
年
警
察
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
連
絡
協
議
会
会
長
の
浦
川
末
葊
さ

ん
（
小
田
浦
６
）
が
、
少
年
補
導
栄

誉
銀
賞
を
受
賞
し
、
９
月
17
日
に
芦

北
警
察
署
で
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
浦
川
さ
ん
は
38
年
の
長
き
に
わ

た
り
、
芦
北
町
の
少
年
非
行
防
止
・

健
全
育
成
活
動
に
尽
力
し
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
表
彰
を
受
け
、
浦
川
さ
ん

は「
た
く
さ
ん
の
人
の
協
力
が
あ
り
、

長
い
間
、
無
事
に
務
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
も
町
の
安
全
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
に
協
力
し
て
い
き
た

い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

10
月
11
日
㈮
か
ら
20
日
㈰
ま
で
、

「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
全
国
地
域
安
全

運
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
熊
本
県
の
重
点
目
標

　
・
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

　
・
住
宅
へ
の
侵
入
犯
罪
の
防
止

　
・
乗
物
盗
、車
上
ね
ら
い
の
防
止

●
期
間
中
の
活
動

　

警
察
で
は
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

人
た
ち
と
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
ま
す
。

●
警
察
署
か
ら
の
お
願
い

　

芦
北
町
で
は
、
無
施
錠
で
駐
車
中

の
車
上
ね
ら
い
被
害
や
、
無
施
錠
で

駐
輪
中
の
自
転
車
盗
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
盗
難
被
害
な
ど
に
遭
わ
な
い

た
め
に
、
車
や
自
転
車
、
家
に
は

必
ず
鍵
を
掛
け
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
車
内
に

貴
重
品
を
置
い

た
ま
ま
に
し
な
い

よ
う
に
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

浦
川
末
葊
さ
ん
、
少
年

補
導
栄
誉
銀
賞
受
賞
！

編
集
後
記

▼
「
風
船
で
空
を
飛
ん
で
み
た

い
」
幼
い
頃
に
そ
う
思
っ
た
人

は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
古

石
み
ど
り
の
里
で
あ
っ
た
本

気
（
ま
じ
）
キ
ャ
ン
の
企
画
で

そ
ん
な
夢
が
実
現
し
ま
し
た
。

や
っ
て
の
け
た
の
は
、
大
学
生

を
中
心
と
し
た
若
者
た
ち
。
一

見
子
ど
も
じ
み
た
企
画
の
よ
う

に
も
み
え
ま
す
が
、
童
心
に

帰
っ
た
１
０
０
人
が
一
つ
の
こ

と
に
本
気
で
取
り
組
み
、
夢
を

叶
え
る
様
子
は
、
ど
こ
か
す
が

す
が
し
く
、
感
動
さ
え
覚
え
ま

し
た
。
た
ま
に
は
童
心
に
帰
っ

て
み
る
こ
と
も
感
性
を
高
め
る

た
め
に
は
必
要
な
こ
と
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
▼
朝
晩
は
よ

う
や
く
秋
め
い
て
き
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
文
化
の
秋
、

実
り
の
秋
・
・
・
。
秋
は
話
題

も
多
い
季
節
で
す
。
取
材
に
出

か
け
る
回
数
も
多
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
私
自
身
は
ス
ポ
ー
ツ

を
す
る
こ
と
も
文
化
に
触
れ
る

こ
と
に
も
最
近
遠
ざ
か
っ
て
い

る
の
で
、
わ
が
子
と
一
緒
に
童

心
に
帰
っ
て
あ
れ
こ
れ
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
よ
う
。　
（
上
野
）

全
国
地
域
安
全
運
動
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
！

表彰された浦川さん（写真中央）
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短
歌

【
町
民
講
座
】

書
道
（
か
な
）

　
【
芦
北
短
歌
会
】

　

カ
ト
レ
ア
の
一
つ
又
一
つ
と
咲
き
つ
ぎ
ぬ
励
ま
す
ご
と
く
慰
む
る
ご
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
来　

道
子

　

去こ

そ年
の
種
こ
ぼ
れ
て
の
び
る
朝
顔
の
今
朝
そ
ら
色
を
五
つ
か
ぞ
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
宮
美
佐
子

　

猛
暑
日
の
続
け
ば
乏
し
き
我
が
思
考
は
た
と
止
り
て
短
歌
も
生あ

れ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
居　

静
子

　

炎
暑
に
も
耐
え
咲
き
つ
ぎ
し
紅
の
カ
ン
ナ
わ
ず
か
に
色
褪
せ
て
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
良　

佑
子

　

柿
の
枝
葉
切
り
払
わ
れ
て
陽
の
光
た
た
み
の
部
屋
の
隅
ま
で
暴
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
本　

史
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
牟
礼
裕
子

お 誕 生 お め で と う

ご 冥 福 を お 祈 り し ま す

※本町窓口に届け出た人で、掲載の承諾を得た人を掲載して
　います。

　氏　　名　　   出生日　   性別　  保護者　　　区

木村　心
こ こ な

愛　　  ８. ２１　　女　　浩輔　　  田浦町３
桑川　友

ゆ な

菜　　  ８. ２５　　女　　倫一　　  乙千屋
藤井　美

み さ き

咲　　  ８. ２６　　女　　智洋　　  平生
本村　仁

じ ん や

椰　　  ８. ２７　　男　　章次　　  芦北
木吉　瑛

あ き と

和　　  ８. ３０　　男　　和也　　  小田浦５
三代　桃

ももみち

道　　  ９.　 ２　　男　　尚　　　  本町
入江　蓮

れ ん と

斗　　  ９.　 ４　　男　　洋輔　　  湯南団地
竹下　紗

さ え

衣　　  ９.　 ６　　女　　健太　　  花岡西
緒方　葵

あ い か

華　　  ９.　 ７　　女　　広徳　　  沖
吉永　橘

き っ か

加　　  ９. １０　　女　　亮介　　  湯南団地
白﨑　倖

こ う た

太　　  ９. ２０　　男　　健太郎　  乙千屋

H25.9.1 ～ 9.30 受付分（敬称略）受付件数 12 件

※本町窓口に届け出た人で、承諾を得た人を掲載しています。
　町外に提出した人で掲載を希望する場合は、役場総務課秘
　書広報係までご連絡ください。

　
【
田
浦
荘
短
歌
会
】

　

夕
立
の
来
そ
う
に
な
っ
て
洗
濯
物
取
り
込
む
夫
を
見
て
い
る
わ
れ
か　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尾
﨑　

光
乃

　

荒
ら
す
ま
じ
と
思
え
ど
夏
草
背
丈
こ
ゆ
詮せ
ん

か
た
も
な
く
日
々
を
見
過
ご
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
野　

富

　

短う

た歌
詠
み
を
初
め
た
る
と
う
母
の
歌
に
親
の
真

ま
こ
と

を
今
に
し
て
知
る　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

迫
本　

浩
美　

　

蝉
さ
え
も
鳴
か
ざ
る
暑
き
夏
の
日
よ
蝉
追
う
子
ど
も
の
姿
見
か
け
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
田
ケ
イ
子

　

三
十
幾
度
昼
の
暑
さ
は
変
わ
ら
ね
ど
彼
岸
花
咲
き
秋
立
つ
を
知
る　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
野
セ
ツ
子

　  氏　　名　　　　死亡日　　　年齢　　　　区　

隅本　榮一　　　　 ９.　 １　　   ９６　　  田浦町４
　山　隆　　　　　 ９.　 ２　　   ８７　　  小田浦２
塩森　好子　　　　 ９.　 ２　　   ８９　　   塩浸
丸橋　マサ子　　　 ９.　 ３　　   ６８　　   八幡
木林　常人　　　　 ９.　 ４　　   ８６　　   白木
松﨑　ミヲ　　　　 ９.　 ４　　   ８９　　   大岩一
村上　トキエ　　　 ９.　 ８　　   ９５　　   米田
川口　宏　　　　　 ９.　 ９　　   ４９　　   大野
木谷　ヨシ子　　　 ９. １１　　   ８８　　   白木
川島　テル　　　　 ９. １１　　   ８８　　   海浦２
福田　ネモジュ　　 ９. １４　　   ９５　　   大野
吉田　久美子　　　 ９. １５　　   ７３　　   湯浦南
中下　チヨ　　　　 ９. １６　　   ９０　　   小田浦６
浦上　敏　　　　　 ９. ２０　　   ２２　　   田浦町３
上門　文昭　　　　 ９. ２０　　   ７７　　   田浦町１
緒方　琢磨　　　　 ９. ２０　　   ３１　　   沖
楠本　　洋　　　　 ９. ２１　　   ７１　　   計石西
下本　蔦子　　　　 ９. ２２　　   ９０　　   上町
坂本　廣八　　　　 ９. ２３　　   ６６　　   大野
石川　シマ子　　　 ９. ２４　　   ８３　　   小田浦５
　下　重光　　　　 ９. ２８　　   ７８　　   花岡北
一田　積　　　　　 ９. ２９　　   ６０　　   市野瀬

H25.9.1 ～ 9.30 受付分（敬称略）受付件数 25 件

人 口　　　１９，１８９人　  （ー１３）
男 　　　　９，０００人　  （−１５）
女 　　　１０，１８９人　  （＋　２）

65 歳以上　　　　７，１５２人　  （＋　４）
世 帯 数　　　　７，５３１世帯  （−　６）

人口のうごき（H25.10.1 現在）　（　）内は前月比

人 人
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全国豊かな海づくり大会

○関連行事「2013 くまもと豊かな海づくりフェスタ」
　　（会場 : 熊本市中心市街地・道の駅みなまた周辺）
10 月 27 日㈰
午前　①式典行事（会場 : 熊本県立劇場）　
午後　②海上歓迎・放流行事（会場 : エコパーク水俣）
　　　③放流行事（会場 : 熊本港、牛深漁港）

大会日程 10 月 26 日㈯・27 日㈰

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
を
沿
道

か
ら
送
迎
で
き
ま
す

　

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
は
、

海
上
歓
迎
・
放
流
行
事
に
臨

席
の
た
め
、
10
月
27
日
㈰
に

水
俣
市
を
訪
問
さ
れ
ま
す
。

　

両
陛
下
の
ご
訪
問
に
際

し
、
新
水
俣
駅
か
ら
エ
コ

パ
ー
ク
水
俣
ま
で
の
区
間
の

沿
道
で
一
般
の
皆
さ
ん
に
よ

る
お
出
迎
え
、
お
見
送
り
が

で
き
ま
す
。
海
上
歓
迎
・
放

流
行
事
会
場
内
へ
は
、
一
般

の
人
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

送
迎
用
臨
時
駐
車
場

【
場
所
】
水
俣
市
役
所
、

水
俣
一
小
・
水
俣
二
小
グ
ラ

ウ
ン
ド

【
時
間
】
27
日
㈰
午
前
10
時

30
分
〜
午
後
５
時
30
分

10
月
27
日
㈰
は
、
一
部
交
通

規
制
が
行
わ
れ
ま
す

　

10
月
27
日
㈰
は
、
一
部
交

通
規
制
が
行
わ
れ
、
道
路
の

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

で
き
る
だ
け
マ
イ
カ
ー
の
利

用
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

芦
北
警
察
署

　

☎（
８
２
）３
１
１
０

10 月 26日（土）・27日（日）

10
月
27
日
㈰
、
海
上
歓
迎
・
放
流
行
事
が
エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
で
開
催

〜くまもと〜

う
た
せ
船
も
参
加
し
て
海
上
か
ら
歓
迎

　

第
33
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

が
10
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰
、
熊
本
県
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
大
会
は
、
水
産

資
源
の
維
持
培
養
や
海
域
環
境
の
保
全

の
大
切
さ
を
広
く
情
報
発
信
す
る
と
と

も
に
、
水
産
業
の
振
興
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
昭
和
56
年
に
始
ま
り
ま
し

た
。
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
が
ご
臨
席
さ

れ
、
毎
年
全
国
各
地
を
巡
り
な
が
ら
開

催
さ
れ
て
い
る
国
民
的
行
事
で
す
。

　

10
月
27
日
に
エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
で
行

わ
れ
る
海
上
歓
迎
・
放
流
行
事
に
は
、

う
た
せ
船
も
参
加
し
て
、
大
会
参
加
者

を
お
迎
え
し
ま
す
。
ま
た
、
放
流
行
事

の
介
添
え
に
は
、
芦
北
高
校
の
生
徒
も

参
加
す
る
予
定
で
す
。（
会
場
内
に
は

一
般
の
人
の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
。）

　　　　

道
の
駅
み
な
ま
た
周
辺
で
は
26
日
・

27
日
に
「
水
俣
・
芦
北
う
ま
か
も
ん
・

み
や
げ
も
ん
市
場
」
や
「
水
俣
・
芦
北

ふ
る
さ
と
芸
能
祭
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

う
ま
か
も
ん
・
み
や
げ
も
ん
市
場

ふ
る
さ
と
芸
能
祭
も
同
時
開
催

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
推
進
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
４
５
９

（エコパーク水俣）

育もう生
いのち

命かがやく故
ふるさと

郷の海

10 月 26 日㈯、27 日㈰は

立ち入り禁止です

会場歓迎・放流行事会場

道の駅みなまた

会場案内図

10 月26 日㈯・ 27日㈰

（一般の人の入場はできません）


